
研究レビュー

　COVID-19のパンデミックや、各地の紛争によって国際的なサプライチェーンに不確実性が生じており、
それを反映して物価の上昇が続いています。消費者は食料品の買い物で節約を行うことで物価上昇に対応し
ています。消費者の時間的な制約と節約行動の関係を中心に研究動向を整理します。

した。すなわち、時間の機会費用と節約金額の関係
が分析されてきました。例えば、Aguiar and Hurst
（2007）は、各家計が支出する価格の指数や買い物
回数等を用いて、家計属性と買い物の特徴の関係を
分析しました。その結果、買い物時の支払い価格
は、若年層より高年齢層の方が低く、また、買い物
の回数や費やす時間は高年齢層の方が多い傾向があ
りました。これは、高年齢層の多くは退職してお
り、余暇時間が長く、時間の機会費用が小さいため
と考えられます。一方で若年層は仕事等で余暇時間
が少ないためその傾向は小さく、時間の機会費用が
相対的に高いからだと考えられます。
　同様に、Nevo and Wong　（2019）は、2008年
から2010年までの時間の機会費用を推定した結果、
その間に14%～26%低下していました。リーマン
ショック後の時期で失業率が上昇した時期ですが、
失業率の上昇はセールでの商品購入、クーポンの使
用等の節約行動を増加させていました。このよう
に、退職や失業等によって余暇時間が増えること
で、買い物にかけられる時間が増えるため、節約行
動をよりとりやすいことが考えられます。
　このような節約においては、安い価格を探索する
行動が重要になってきます。Binkley and Chen
（2016）は、消費者の買い物行動を買い物戦略パ
ターンごとに分析しました。その結果、一度に多く
の商品を購入する人は、買い物に費やす時間が相対
的に少なく、価格の探索をあまり行っていないた
め、平均よりも高い価格を支払って買い物する傾向
が見られました。
　これらの研究から分かることは、消費者は安い価
格を求めていると一言で言うことはできますが、そ
れを実現するためには相応の時間や努力投入が必要
になってくるということです。

消費者は常に時間をかけて安価な食料品を探すのか？
　―消費者の節約行動に関する研究動向―

食料領域　主任研究官 伊藤　暢宏

１．はじめに

　感染症や各地での紛争を契機に食料品を含む物価
上昇が生じて久しいです。食料品の購入・消費は、
日々の生活や生命維持のために必要不可欠であり、
「購入しない」という選択肢は基本的には存在しま
せん。そのため、消費者は家計の負担低減に努力を
投入しますが、物価上昇の長期化でその圧力は強
まっていると考えられ、費用面も含む食料品の安定
的な調達は消費者レベルでも重要になっています。
直感的に考えれば、消費者は安価な食料品を求める
ことが考えられますが、買い物環境や時間的な制約
等、各消費者が置かれている状況によってはそう単
純な話でもありません。本稿では、消費者の時間的
な制約と節約行動の関係を中心に研究動向を整理し
ます。

２．買い物と節約行動

　食料品の場合、栄養状態や健康状態に直結するた
め、一定の消費量を維持しつつ、食費を圧縮するた
めに、支出を節約する方策を採ることが一般的で
す。消費者が買い物の支出を節約するための戦略と
して挙げられるのは、セールでの購入、大容量パッ
ケージの購入、低価格で販売している店舗での購
入、プライベートブランド商品のような低価格品へ
のスイッチ等です（Griffith et al., 2009; Coibion et 
al., 2015; Nevo and Wong, 2019; Scholdra et al., 
2022）。
　家計の節約行動に関する国際的な学術研究は行わ
れてきましたが、2008年のリーマンショックに伴
う世界的な不況を受けてより盛んに行われるように
なりました。これらの研究では、家計の余暇時間
（１日のうちの労働以外の時間）と節約できる金額
との間のトレードオフの問題として考えられてきま
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３．物価上昇時の節約行動

　しかし、これらの研究は平常時あるいは不況期の
研究でした。不況期では失業率が上昇し、家計所得
は減少しますが、余暇時間が増えて節約行動に時間
を割きやすくなります。一方で、物価上昇期は短期
的には失業率が上昇するわけではなく、家計所得は
大きく変化しませんが、余暇時間が増えるわけでも
ありません。ただし、物価が上昇することで同じ金
額で購入可能な商品数は減少するため、世帯所得は
目減りします。したがって、もし安価な食料品を購
入したいのであれば、限られた時間の中で探す必要
があり、節約行動に一定の制約がかかることが想定
されます。この整理の下で物価上昇期の食料品買い
物行動を分析したのがIto and Murakami（2026）
です。
　Ito and Murakami（2026）では、2023年３月時
点のデータを用いて、消費者の食料品価格の重視度
が安価な食料品を探す意向に与える影響を定量的に
検討しました。安価な食料品を探す意向として、広
告等で安価な店舗を探す意向と、セールのタイミン
グを狙う意向という２種類の安値探索意向を設定
し、価格重視度が高い人はこれらの意向を高く持つ
傾向にありました。これは直感的にも予想がつく結
果ですが、価格重視度の分布を見ると、半数近くの
人の価格重視度は低く、これらの意向を持たない傾
向にありました。また、居住地から最寄りの食料品
店舗までの距離も合わせて考えると、価格重視度が
高くても居住地から500m以内に店舗がある人や３
km以上離れている人は、これらの探索を意識的に
行う傾向が見られませんでした。一方で、500m-３
kmに店舗がある人は、価格重視度が高くなるにつ
れて探索を行う傾向がありました。価格重視度の高
さは平均的には安値探索に正の影響を与える傾向に
ありましたが、重視度が高い人の割合は小さく、多
くの人は意識的な安値探索をあまり行っていないこ
とが分かりました。また、店舗まで適度な距離があ
る価格重視度の高い人が、安値を提供する店舗やタ
イミングを探す傾向でした。仕事等で忙しく、安値
を求めて複数の店舗を買い回ることや、セールのタ
イミングに合わせて買い物することが難しい人が多
く、節約にかける時間や労力と節約金額とを天秤に
かけて人々は行動しているのではないかと推測され
ます。ただし、Ito and Murakami（2026）で対象と
したのは、2023年３月時点において、買い物に行

く前に意識的・計画的に安値を探索する意向であ
り、買い物に行った際に安値を探索することとは異
なるため、その点は留意が必要です。

４．おわりに

　物価上昇は長期化しており、生活防衛の点から消
費者は安価な食料品を求めていることが考えられま
す。しかし、それを紐解いていくと、買い物にかけ
る時間や労力と実現可能な節約金額とを天秤にかけ
て買い物していることがうかがわれます。食料品が
安価に提供されると、消費者の恩恵は大きいもの
の、生産者や流通業者等の供給側にとって長期的に
は持続可能でないと考えられます。買い物にじっく
り時間をかけられる人ばかりではないことを踏まえ
ると、戦略の見直しも一つの選択肢となりうるで
しょう。消費者の行動を冷静に注視しつつ、需給と
もに持続可能な姿を「探索する」ことが必要なのか
もしれません。
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